
定量型環境ラベルであるエコリーフ/カーボンフットプリントは、直接「環境に

よい」ことを表すものではないことから、読み手によりわかりやすく環境配慮
をアピールする「削減マーク」の必要性が問われてきました。 

このたび「削減マーク」の在り方について、課題や方向性の整理・検討を行
うワーキンググループ(以下WG）を開催するため、WGメンバーを募集します。 

 ※削減マークに関する詳細は、3枚目以降の参考資料をご覧ください。 

【参加要件】 
・「削減マーク」に関し、前向きな観点から提案・ご意見をいただける方 
 （※実施可能か、また実施する場合の望ましい方向性を検討するWGとなります。） 
 
【作業負荷】 
・WGは1回につき最大3時間、2015年11月/2016年1月/4月の3回を予定しています。 
 （必要に応じて時間・回数が増える場合があります。） 
・任意で、事例発表をお願いする場合があります。 
 
【コスト負担】 
・参加費等は発生しませんが、開催地までの往復交通費のご負担をお願いします。 
 
【開催予定地】 
・主として産業環境管理協会・会議室（東京・神田）を予定しています。 
 

 
一般社団法人産業環境管理協会 LCA事業推進センター エコデザイン事業室（担当：片岡・伊藤） 

E-MAIL： ecodesign@jemai.or.jp 
TEL：03-5209-7712   FAX：03-5209-7716 

〒101-0044 東京都千代田区鍛冶町2丁目2番1号 三井住友銀行神田駅前ビル 

WG参加連絡及び問合せ先 

募集期限：2015年10月23日（金）まで 

mailto:ecodesign@jemai.or.jp


削減マーク検討WG 実施案 

【第1回】 

• 勉強会の目的の説明 

 （削減マークをやるかでなく、可能かどうかの検討を目的とする） 

• アドバイザリーボードでの話合いの報告、削減マークにつ
いてのアンケート結果の分析 

• 企業における課題（2.3社程度） 

 

 

【第２回】 

• 国内での削減率表示等の事例 

• 海外の事例 

• EU環境フットプリントラベルの進行状況報告 

• JEMAI環境ラベルの統合プログラム計画と課題 

• 今後の進め方 

 

 

【第3回】：2016年4月頃を予定 

• まとめ 
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